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企業：
アクタス富山店
能作
高田製作所
竹中銅器
ナガエ
林忠正資料：
チューリップテレビ
お茶席：
工藤　泰子、小久保　
瑛子 （薮内流）
お休み処：
般若　陽子 
（藤グループ）
弥栄節：
加藤　昌宏
 （弥栄節保存会）
直売コーナー：
金屋学（主催）
金屋町まちづくり推進
協議会（共催）
展示什器協力：
三協立山アルミ
三芝硝材
統括：
伊東　順二、 池上　留理子
空間構成：
隈研吾、 宮澤一彦、佐々木倫子
街区計画：
貴志　雅樹、 横山　天心
サイン計画：
武山　良三
学生リーダー：
渡部　智也
主催 ：
高岡楽座
富山大学芸術文化学部
金屋町自治会
高岡市
高岡市デザイン・工芸センター
高岡伝統産業青年会
高岡商工会議所
富山ガラス工房
金沢卯辰山工芸工房
隈研吾建築都市設計事務所
後援 ：
経済産業省中部経済産業局
富山県
社団法人富山県デザイン協会
協賛 ：
三協立山アルミ株式会社
三芝硝材株式会社
アクタス 富山店
事務局：
株式会社インサイト
工芸×生活×産業が同居する空間の再生を象徴する茶会
2 箇所のお寺で寄り合いが行われゲストとの交流が図られた
倉庫に眠っていた木型が鋳物のまちの歴史を伝える展示になった
